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成果と課題 改善策・向上策

各教科で、単元ごとのテストを
行ったり、授業の振り返りシート
を利用して自身の学習に目を向
けさせる取り組みを行っている。
教科間での意識共有を図り、今
後の取り組みにつなげていきた
い。

教科間の情報共有を密に
し、生徒の希望を適切に把
握し、生徒が適切な進路選
択をできるように支援をして
いく。

生徒会長を中心に役員全員
で学校行事を立案・運営する
ことができた。また、委員一人
一人が自らの役割を自覚して
委員会活動を支えることがで
きた。

役員や委員間での意見交換
を密にするなど、新たな活動
のアイデアが出せるような場
の工夫をしていきたい。

問題を抱える生徒に対し、相
談体制を整え、対応するととも
に、全校での学習会や教員研
修会等を行い、支援生徒に対
する理解が深まってきた。

SSTなどを計画的に位置づ
け、授業やHR活動などにおい
て実践の場を設けて人権意識
を啓蒙していくとともに、教職
員の研修なども充実させてい
く。

「総合的な探究の時間」や「イ
ンターンシップ」「ボランティア
班・軽音楽班の活動」など地
域との連携を強化し活動の幅
を広げている。継続的な活動
として体制を整えていきたい。

地域の方々との活動を充実さ
せていくとともに、地域連携に
係る組織作り定着し、地域探
求活動やインターンシップなど
連携を強化していきたい。
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高校３年間を見通した進路
指導の構築、各生徒が希望
する進路の実現

進路実現に向けた、各年次
における段階的な進路指導
計画を、生徒の実情をふま
えて適切に立案し実行でき
たか。

生徒が希望する進路を選択
できた。また、総探の時間な
どの取り組みを活かし、社会
の中での自己の在り方につ
いて主体的に考えることが
できた。

ひきつづき、関係各所と連
携しながら生徒の希望を適
切に把握し、生徒が適切な
進路選択をできるように支
援していく。

生徒の学習意欲・学力向上
につながる教育課程および
授業づくりに向けた取り組み

生徒の進路希望を実現する
ために、学習意欲・学力向
上に関わる取り組みができ
たか。

教育課程および授業づくり
について、計画通り実施し、
生徒にとってより良い教育
課程の検討及び、授業改善
のための取り組みができ
た。

各授業や教育課程につい
て、今後も生徒の状況や学
校のあり方に合わせて研
究・検討・研修を行っていく
必要がある。

２　生徒の自主活動や自律活
動を支援し、生徒会活動・ＨＲ
活動を通して充実した学校生
活を送ることができるようにす
る。

生徒主体の活動の推進およ
び、多様な他者との協働に
よる活動の充実

生徒会企画の行事および日
常の委員会活動に生徒が主
体的に参加し、生徒同士の
協働を通して、学校生活に
積極的に関わろうとすること
ができたか。

生徒会長を中心に校歌練習
やあいさつ運動などを計画
し、文化祭でも生徒会を盛り
上げた。また、日々の委員会
活動の当番活動には、きちん
と参加し役割を果たした。

過去の活動を参考に改善策
を検討し計画を立て進めるめ
ることができたが、新たな活動
のアイデアが浮かばず、助言
を要する場面もあった。生徒
間の意見を出し合える場を工
夫していきたい。

人権の意義・内容や重要性
について理解し、人権が尊
重される社会づくりにむけて
行動できる姿勢の育成

人権問題について諸資料を
活用しながら多角的に考え
させ、人権意識を向上させる
指導ができたか。

12月にLGBTQと性自認の課
題について全校で学習し
た。HRでの学習、映画鑑
賞、振り返り学習を実施し、
理解を深める機会となった。

いじめや差別のない安全安
心の学校づくりにむけて、
日々の生徒指導・支援のあ
らゆる場面で人権尊重につ
いて指導していくことが重要
である。

一人ひとりの生徒に寄り添っ
た相談活動、支援体制の充
実、外部機関との連携の推
進

いじめ・不登校など悩みや問
題を抱える生徒に対し、担任
や生徒支援係、カウンセラー
などが連携を図り、問題の改
善に向けた支援ができたか。

生徒個々の実情に応じて、
SC、SSW、児相などと連携し
きめ細かい支援を行った。
個々の生徒に対する支援会
議を行い、学校全体で情報を
共有し具体的な支援につなげ
た。

生徒相談、特別支援の対象と
なる生徒は年々増加してい
る。SC、SSW、上田養護巡回
相談などの外部支援を得なが
ら、より一層の教員全体の協
力と協働を推進したい。

ＰＴＡ活動の充実 保護者・教職員の連携のも
とに、ＰＴＡの諸事業を円滑
に実施し、地域活性化に貢
献することができたか。

年度当初の総会でさらに活
動のスリム化を図った。全員
が参加する行事が実施され
なかったため、次年度は実
施したいとの声が上がって
いる。

活動をスリム化し役員の負
担軽減につなげることができ
たが、次年度以降はPTAと
生徒が交流できる機会を設
けられるようにしたい。

生徒募集や校内活動の外
部に向けた発信の充実

学校の様子をホームページ
等で情報提供できたか。ま
た、地元の小・中学校へPR
活動ができたか。

HPを通して情報提供の充実
に努めた。７・８月に南佐久
地域の中学校を中心に訪問
し、PRを行なった。10月には
中学生や地域に向けて授業
公開も行なった。

次年度以降もHPやプレスリ
リースを中心に外部への情報
発信を重ねるとともに、体験
入学や授業公開の内容の充
実を図る。また在校生が出身
中学で講演する機会も増やし
たい。

地域を活用した学習の実施 地域を知ることで地域に愛
着を持ち、地域活動への積
極的参加を通して進路選択
の幅を広げるための指導が
できたか。

地域の協力を得て、地域調
べや就業体験などを計画通
りに実施し、生徒の職業観
の形成に寄与することがで
きた。

引き続き、地域について学
習をする機会を充実させると
ともに、生徒が将来の進路
選択に結びつけられるよう、
事後指導の工夫を進める。
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学 校 教 育 目 標

　日本国憲法の精神に基づき心身の
調和的発達を図るとともに,
　将来社会の発展と文化の創造に,
寄与できる人間を育成する。

重 点 目 標  (中長期的）

　　　　　地域から信頼される学校
　　　　　生徒の進路を保証する学校
　　　　　全人的発達を促す学校

7　年 度 重 点 目 標

４　家庭・地域・社会との連携を強化し、地域の活
性化に貢献していく。

３　豊かな人間性、生きる力を育てると共に、いじ
めや体罰のない安心安全な環境を確立する。

２　生徒の自主活動や自律活動を支援し、生徒会活
動・ＨＲ活動を通して充実した学校生活を送ること
ができるようにする。

１　一人ひとりの進路実現に向け、学力の定着と主
体的、探究的な学習のための授業改善をはかる。
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４　家庭・地域・社会との連携を
強化し、地域の活性化に貢献
していく。

１　一人ひとりの進路実現に向
け、学力の定着と主体的、探究
的な学習のための授業改善を
はかる。

３　豊かな人間性、生きる力を
育てると共に、いじめや体罰の
ない安心安全な環境を確立す
る。
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